
令和６年度第１回横須賀市自殺対策推進協議会会議録 

・日   時：令和６年７月 10 日（水）14 時～16 時 

・場   所：横須賀市保健所第１研修室 

・出 席 者：大滝紀宏、奥原孝幸、筧修一、樫福宏征、君島富美江、木村芳江、 

金野幸恵、工藤幸久、後藤圭一、後藤健一、金晴彦、玉井秀直、 

土田賢一、中島直行、平井慶一郎(代理)、平井成花、平岩伸康、 

藤尾聡允、吉田雄二、米澤祐二 

(敬称略、五十音順) 

欠席 3 名 

 

・事 務 局: 民生局健康部 保健所保健予防課長    ： 小菅俊彦 

民生局健康部 保健所保健予防課担当者 ： 知念亮 

       民生局健康部 保健所保健予防課主任   ： 菅祐太朗 

       民生局健康部 保健所保健予防課担当者  ： 川畑玲奈 

 

１ 開会 

 ・傍聴１名の報告 

・健康部長より挨拶 

 ・大滝座長より挨拶 

２ 議事（議事進行：大滝座長） 

 

大滝座長： コロナ禍で自殺が増え、その後少し高止まりしている現状がある。景気

が良くならないことや、コロナ渦に人間関係の構築がうまく出来なかっ

た人達に様々な問題が生じている。最近では、女性と若者だけではな

く、高齢者の自殺も増加している。(そういった方達を救う)最後の砦は

精神医療で良いと考えている。しかしそれだけではなく、社会全体の取

り組みが必要だと思う。そういった意味でこの会が自殺を防ぐ為の強力

な実行部隊になると良いと考えている。人間が人間らしく生き、最後に

自分で命を絶つことがないような社会を作っていくということが、私達

の使命であり、この協議会の願いとして持って頂きたい。 

 

奥原副座長： 自殺対策というのは、社会を作るということであると座長が言っていた

が、本当に社会・地域作りであると実感している。 

ただ自殺対策とだけ銘打っていても進んでいかないので、様々な領域の

方に集まって頂いて検討を進めていくことはとても大事なことだと思

う。 

 



大滝座長： 議題(1)横須賀市自殺対策計画の進捗状況について事務局から説明をお願

いしたい。 

 

事務局：  ・第 2横須賀市自殺対策計画冊子、概要版の説明。  

      ・横須賀市第一次自殺対策計画の評価 

第一次の自殺対策計画の取り組みにおいて全体を通して計画通り実施で

きたと考えている。 

・横須賀市第二次自殺対策計画の進捗状況 

 第二次の自殺対策計画の進捗状況に関しても、現在のところ計画通り実

施できていると考える。計画以外で今年度新たな取り組みを行っている

事業所として、横須賀こころの電話、全国自死遺族総合支援センターを

紹介。 

 

大滝座長： 新たな取り組みを行っている２事業所から説明をお願いしたい。 

 

中島構成員：今年でこころの電話が開設されて 20 年となる。コロナ禍で中止していた

が、今年度より市民公開講座を再開する予定。市民公開講座は一般市民

の啓発と、こころの相談ボランティアの育成の為の研修を兼ねて行って

おり、2018 年は「高齢化するひきこもり」2019 年は「大人の発達障害」

というテーマで開催していた。ひきこもりに関して以前は 8050 問題は

50 代の子が 80代の親をみるという意味であったが、現在では 80代の親

が 50 代の子をみるという意味に変わってきている。 

 

大滝座長： ひきこもりの問題はとても重要で、ひきこもりの方が 50 代になってから

の支援では遅いように感じる。また、精神的な支援だけでなく社会的な

支援が必要となってくると思われる。大人の発達障害も難しい問題であ

る。 

 

中島構成員：こういった方達は小学校の頃からコミュニケーションがうまくいかず、

変わり者と思われていた。そのような状況の中で不適応を起こし苦しん

でいたと思われる。 

 

大滝座長： コロナ後多くの方達が、社会適応に苦労している印象。コロナ禍でスタ

ートをうまく切れなかった人達が孤独になり、苦労しているのかなと思

う。また、社会全体がコミュニケーション能力を非常に重視するように

なってきているように感じる。 



その中で、ASD や ADHD の発達障害の人達がうまく社会に適応しづらくな

ってきており、職人的な単純な作業で世の中に貢献する場所が減ってい

る。常に誰かとコミュニケーションを取り、相手のニーズに合わせて、

適応していく力のない人が苦しんでいるような印象。したがって、大人

の発達障害が増えたというより、発達障害のある大人が生きづらい社会

になってきているのではないかと思う。次に藤尾構成員から報告お願い

したい。 

 

藤尾構成員：昨年の 10月から、東京都の委託を受けて、「とうきょう自死遺族総合支

援窓口」を開設し、この 4月から本格的に活動している。電話やメール

相談でも心のケアだけではなく、法律の専門家や医療等と連携しなが

ら、例えば電車の遅延で損害賠償請求された際に、適切な法的手続きを

取れるようにしたり、精神科や心療内科に繋いだりと様々なことを行っ

ている。 

 

大滝座長：  議事(2)令和 5年自殺の状況について事務局より説明をお願いしたい。 

 

事務局：  議事(2)について自殺統計を用いて説明 

 

大滝座長： 自殺全体の傾向について、横須賀市も国と同様の傾向がありコロナ禍で

自殺の数が微増したがその後もその状態が続いている。特に女性が多

い。元々母数が少ないので、不明な部分もあるが一つの特色というより

は、様々な要素が入り混じっているような印象を受ける。 

警察統計の内訳の 3の職業別を見ると、全体として無職の割合が大きく

4の原因動機別を見ても、経済問題の大きな原因を占めている。公共職

業安定所の木村構成員から就労状況について教えて頂きたい。特に女性

の就労状況の変化等で分かることがあれば教えてほしい 

 

木村構成員：失業状況について、完全失業率と求人倍率が毎月公表されている。完全

失業率は総務省の方から公表されており、ここ数ヶ月は 2.6%で推移をし

ている。求人倍率は厚生労働省から毎月公表されている。求人倍率に関

して、求職者 1人当たり何件の求人があるかという見方になる。令和 6

年 4 月の有効求人倍率は 1人あたり 0.73 件の求人数という状況。有効求

人倍率は求人に申し込み求職の登録をして、決まらなければ無効で最大

2ヶ月間が求職有効中となる。もう一つ新規求人倍率というものがあ

り、その月に申し込んだ新規求職者だけで計算している。新規の求職者



数に対する新規の求人者数の比率である。1人当たり 1.16 件、求人があ

る。国の有効求人倍率は令和 6年 5月で 1.26 倍であり、神奈川労働局全

体的には国より下回っており 0.92 倍。横須賀管内だとさらに下回ってお

り 0.73 倍で横須賀の就労状況は大変厳しく見えるかと思う。しかし横須

賀ハローワークの特色なのか、求職数の内、建設業と医療福祉関係が多

く、その二つの職種で半分以上占めているという状況。 

職種別に見ると、建設職が求人倍率 8.22 倍ととても高い。看護師または

福祉職だと、約 2.5 倍になっており、職種によってかなり違いが出てい

る印象。一方、一般事務では横須賀管内で 0.22 倍で、100 人の求職者が

いても 22件しか求人がない状況。求人倍率だけでは見えない部分であ

る。女性の就労状況については、女性の就労と雇用就業率等の統計は行

っていないので回答しかねるが、求職者の方全般的にハローワーク横須

賀では、50 歳以上の男性の求職者が半分以上を占めている現状がある。 

 

大滝座長： 求人数には、非常勤パートも含めてであるか。 

 

木村構成員：含まれている。 

 

大滝座長： 求職しても職によって差があり、建設業とか介護職福祉職以外では職を

取り合う状況。 

 

木村構成員：事務職については顕著に傾向が出ている。 

 

大滝座長： 横須賀管内は横須賀のどこを指すのか。 

 

木村構成員：三浦市全般と横須賀市の追浜地区を除く地域がハローワーク横須賀管轄

となっている。 

 

大滝座長： コロナ渦初期の頃に女性の死亡者数が全国的に増加した。その原因とし

て、女性のパートの仕事が減少したのではないかと推測された。、しかし

エビデンス的に証明するのは難しく、臨床的な感覚としてはそう感じて

いる。徐々に女性のパートの仕事数は回復はしているきているとは思う

が、働く場所が確保されていない方もいる様な印象。警察の方から女性

に関して、現場の感覚として最近の傾向や考えられる原因等あれば教え

て欲しい。 

 



後藤構成員：正直なところ、現場の感覚として、警察の取り扱いの中で、例えば自殺

を企図する人の取り扱い、行方不明者等で特段女性が多い等の傾向が出

ているといったことはない。今回統計を見て、女性が多いのはなぜなの

かと考えている。 

 

大滝座長： 事務局の方で女性の自殺についての統計で、自殺の方法等から傾向など

読み取れることはあるか。 

 

事務局：  自殺の方法として、未遂に関しては圧倒的に服薬が多く、女性の方が服

薬を自殺の手段として選ぶことが多い。今回の自殺統計でも、服薬が増

えている。服薬での女性の死亡が、令和 4年まで 0件だったが令和 5年

は 3 件。首吊りされる方は男性が多い。 

 

大滝座長： 女性の自殺の場合は服薬が多い傾向があり、既遂例は首吊りが多いが未

遂例は安定剤を含めた服薬が多い。薬に関しては相当安全性が高くなっ

てきており、精神科で処方された薬をひと月分まとめて服薬したとして

も、死に至ることは少ない。男性の自殺未遂者が増加しているのも気に

なるところである。 

 

事務局：  今年は相対的に自殺未遂の数が増えていることも影響していると考えら

れる。自殺の場合には男性が 7割、女性が 3割、未遂の場合は逆で女性

が 7 割、男性が 3 名というのが一般的であったが、少し男性の割合が増

加傾向ではある。しかしそれでも 30%弱なので、極端に増加している印

象はない。先ほどの服薬の件で、未遂者についてどういった種類の薬を

服薬したかという調査項目があり、市販薬、精神科以外の処方薬、精神

科の処方薬の中で精神科処方薬を溜めて服薬したが多いという結果が出

ている。 

 

君島構成員：悩んでいる女性が増加している背景の中で、地域の精神を病んでいる方

やうつ病の方は女性の方が多いように思われるが、その点についてどう

か。 

 

後藤構成員：生物学的なうつ病は約２対 1で女性が多いので関与はあると思う。年代

別で自殺の統計データを見ると、若い方が多くなっているように見え

る。うつ状態全体をみると、実際に女性もそうだが男性も結構追い詰め

られていると感じる人が多い。男性の場合、女性よりも覚悟を決めた自



殺であることが多く、首つりという手段をとってしまう傾向がある。女

性もうつ病は多いが首吊りはかなりハードル高いものなのかなと思う。

そういったことから服薬という手段をとってしまう様に感じる。今年は

コロナ禍で一時中断していた周産期メンタルヘルスが再開されて医師

会、横須賀市行政、精神科医会産婦人科医会、小児科医含めた集団でう

つ病の対策として、10月～11 月頃講演会を予定している。 

 

大滝座長： 生物学的には、うつ病は女性、男性比率２:1だが、一方で亡くなる方は

男性が多い。国単位でも、議論されているが、結論は出ていない。 

亡くなる方の 9割以上が後から診断名が付くが、適応障害が 3割、それ

以外でうつ病と診断される人が多い。女性の方のうつ病率が高いが、亡

くなる方は男性が多い。結論が出ていなくて難しいところではあるが、

できることをしていくことに意味があるのではないかと思う。 

 

君島構成員：去年、久里浜地区支えあい協議会にて、「支えあいアンケート」を町内自

治会に対して行った。その中で不安に思っていることとして災害時・緊

急時の対応や、スマートフォンやパソコンの操作に対する不安が上がっ

た。自分もそうだが、新しい機械についていけないところがある。QR コ

ードで回答もしてもらったが、そういった方達の中にもスマートフォン

やパソコン教室の開催を望んでいる人もいた。最近はスーパーのレジも

自動になり、覚えていくことが追いつかない。健康診断があっても、ス

マートフォンでの申込が多く、1人住まいだと教えてくれる人もいな

い。夫に聞いても答えられず、そういったところが女性が社会について

いけない、孤立につながっているのかなと思う。 

 

大滝座長： インターネットの普及によりインターネットリテラシーという、インタ

ーネットがわかる人とわからない人に 2分化されており、コミュニケー

ションが成り立たなくなるのではないかということが危惧される。最近

では SNS を使って選挙について考える人、テレビや新聞から情報を集め

る人で別の思考になっており、そこを埋めていかないと支え合いの町に

はならないのではないかと思う。 

 

玉井構成員：女性の自殺が 40 代から 50代が多いということが統計上で分かる。介護

の相談をきっかけにケアマネージャーとして家庭の中に入ると、近年は

高齢出産もあり、その世代の方達が、自分の両親の介護、尚且つ子育て

等でストレスが集中している印象を受ける。また、配偶者の方の賃金が



上がらないと、自分も働きに出ないといけず、本当に大変な状況である

ことが感じられる。横須賀では生活の総合的な相談窓口としてほっとか

んがあり、そこでの相談数や相談に来たけど解決に至らなかった方の追

跡調査等を行ってはどうか。 

 

大滝座長： 今後検討していきたい。市民公募の方でこれまでの議論を聞いて、何か

あれば教えていただきたい 

 

筧構成員： 様々な場所で委員を務めているが、議論の多くは最終的に人手不足と税

収減少の問題に行き着くことが多い。人手不足への対応策として、ゲー

トキーパーのような細かい観察能力を有する人材をどのように増やして

いくかについて、常に考えている。先日バスに乗車した際、高齢者や子

供等に気を配る方と、そういった方達を見ても何も感じない人がおり悲

しく感じた。ゲートキーパーを増やすためには何をしたらいいかを横須

賀市全体で考えなきゃいけないのではないかと思っている。 

 

大滝座長： ゲートキーパーの増やし方と、研修を受けたゲートキーパーが活躍でき

る機会を増やせる取り組みを考えられるといいと思う。 

 

平井構成員：私の親世代を見てて IT の知識面の不足を感じることがあり、自動レジに

ついても、使い方に戸惑っていたりするが、店員に聞くこともできない

人もいる。何かに申し込む際、スマートフォンの申し込みができない人

も多い。上の世代の方達に対するスマホの使い方や、詐欺のリスク等の

教育が必要なのではと思っている。 

 

大滝座長： 私の患者で、オレオレ詐欺に遭い、お金を失った人がたくさんいる。 

そういったことに対してうまく対処できない、真面目で良い人が多い。 

インターネットに対する弱者のための支援をしていかないといけないと

思う。 

 

奥原副座長：社会の中での課題となることが様々上がっているが、原因や動機は複数

回答があると思う。複合的に、病気や経済など色々な躓きがあると思

う。社会から置いていかれて、自分だけ外されていると感じる人が出て

きて、どんどん追い込まれている。そういった人たちをどう繋げていく

か、その前段階のところがとても大事だと思った。 

 



大滝座長： 議題(3)その他について、意見や報告をいただきたい。 

 

事務局：  次の事項について説明。 

・県立大学駅の電車のホームドアの設置予定時期について 

・自殺予防週間における庁内ライトアップについて 

・自殺予防街頭キャンペーンの日程について 

・韓国視察団の横須賀市への来訪、自殺対策の取り組みについて 

 

藤尾構成員：先程話に出たオレオレ詐欺について。私にも先月オレオレ詐欺の電話が

かかってきた。横須賀市職員を名乗り、何月何日に送った書類の回答を

もらってないと話していた。しかしナンバーディスプレイが東京だった

ので怪しく思い、会社名等を確認しようとしたら切れた。ナンバーディ

スプレイを控えていたので、警察に連絡しようと思ったがどこに連絡し

ていいかわからず。町内会でその話をする同じ被害にあった方がいたの

で、そういった番号が警察で登録できるような仕組みがあるといいと思

った。 

 

金構成員： 緊急の事件事故については 110 番で構わない。今のような話であれば、

最寄りの警察署にかけてもらえれば、24時間 365 日警察官配備されてい

るので、相談内容に応じて対応可能。 

 

大滝座長： 病院にも患者情報の照会が来ることがあるが、その際は必ず一度電話を

切りかけなおすようにしている。一旦切って一度落ち着くということが

何より大事でそういった教育をしていかないといけないと思っている。

自殺云々の前に市民が自分の身を守れるスキルを身につけることが重要

かと思う。 

      他に、皆さんのほうでご意見等はないか。ないようであればこれを持っ

て議事を終了する。 

 


